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写真提供：掛川市役所大須賀支所
仲町橋渡り初め
　　掛川市西大渕

仲町橋は、現在の掛川市立大須賀中学校の南東に位置し、二級河川西大谷川に架かる橋です。
当時、車両一台分程度の狭い橋を二車線片側歩道の橋に架け替えました。本工事に伴い、周辺道路の拡幅
工事も行われ、車両の通行が円滑になり、歩行者の安全が確保されました。

撮影：昭和51年5月27日

現在の仲町橋（令和元年6月撮影）工事の様子（写真提供：株式会社榑林組）

※ご応募いただく際お預かりする個人情報は、掲載させていただいた方への図書カードの送付のために利用させていただきます。

住所、氏名、電話番号、撮影年月日、撮影場所、写真の簡単な説明を記入したメモを必ず添えて、表紙裏面に記載の
住所あてに郵送、あるいは協会までご持参ください。写真はつちおと掲載後に返却いたします。 
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特集 ～ 平成のあゆみ ～ 
未来を向き、振り返る。

2

新東名高速道路　森掛川インターチェンジ工事（平成24年供用開始）

平成13年　掛川市立中央図書館竣工（掛川市）

平成13年　愛野駅開業（袋井市）

5月1日より元号が令和となりました。
約30年間続いた平成の時代が終わり、新たな時代の幕
開けです。
平成時代を3回に分け、袋井建設業協会管内で造られた
公共建造物を年表と共に振り返っていきたいと思います。
今回は平成11年から20年までを振り返ります。

過疎化に悩んでいる地域の活性化、新しい物流の大動脈として期待され、人の流れと交通の拠点となっています。
災害時には緊急輸送路としての機能を充分に果たすことでしょう。

元祖生涯学習都市掛川の図書館であり、掛川城の東側、大日本報徳社の報徳図書館の向かい側にあります。
高さを抑えて地上１階、地下１階の黒い瓦屋根のすっきりした近代和風デザインです。

２００２年に開催されたＦＩＦＡ主催ワールドカップ日韓大会に先立ち、会場の一つであるエコパスタジアムの最寄り駅として
開業した。橋上駅舎を持ち１日３,０００人程度が乗車しています。　　

平成11年(1999) 磐田IC開通（東名高速道路） 

平成13年(2001) エコパスタジアム供用開始（小笠山総合運動公園）

 掛川市立中央図書館竣工（掛川市）

 愛野駅開業（袋井市）

平成18年(2006) 新新天竜川橋併用開始（国道1号）

平成19年(2007) 遠州豊田PAスマートIC本格運用

平成20年(2008) 太田川ダム竣工（静岡県）

平成年表（11年～20年）

完成 施工中

開業当時（2001年3月撮影） 施工中

完成 施工中（2001年12月撮影）

スマートIC真上より 現在

平成19年 遠州豊田PAスマートIC本格運用

磐田ＩＣの建設に伴い既存の磐田原ＰＡを西側に移転・名称変更し開設されました。
2009年にはスマートＩＣを改良し車両制限が解除され、大型商業施設の配置等により周辺は賑わっております。

平成20年 太田川ダム竣工（静岡県）

治水の他、河川維持用水や上水道用水確保の目的を持つ多目的ダムです。曲線重力式コンクリートダムでなだらかな
アーチを描いており、資料館があり展望台も設置されています。

完成 施工中

平成11年(1999) 1月  ユーロの導入
平成12年(2000) 6月  三宅島噴火
平成13年(2001) 3月  USJ開業
 9月 9.11米同時多発テロ事件
平成14年(2002) 5月  サッカーワールドカップ日韓大会開催

平成15年(2003) 3月  イラク戦争
平成17年(2005) 3月  愛知万博開催
平成19年(2007) 10月  郵政民営化
平成20年(2008) 9月  リーマンショック

世の中の主な出来事

袋井建設業協会管内の主な工事

平成13年 エコパスタジアム供用開始平成13年 エコパスタジアム供用開始

上りスマート IC

土地区画
整理事業

アクセス道路

都市計画道路

下りスマート IC
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工事名称
 平成30年度　観光施設等維持整備事業

 粟ヶ岳山頂休憩所建設工事

工事場所 掛川市東山地内
発 注 者 掛川市長　松井三郎
工　　期 平成30年8月～令和元年5月

掛川市東山の斜面に「茶」の文字で親しまれている粟ヶ岳山頂に「粟ヶ岳世界農業遺産茶草場テラス」
が完成し、令和元年５月にオープンしました。
この施設の特徴は、円すい形の二つの棟を並べたようなデザインになっており、世界農業遺産に認定され

た「静岡の茶草場農法」でも用いられる、刈った草を塔のように束ねて干す「かっぽし」をイメージしています。
１階には、山頂の木々や草花を体感できるグラステラスがあり、カフェスペースでは、自然を眺望しながらランチ
や東山の深蒸し茶を味わうことができます。また、多目的ルームもあり、団体利用や研修・フィールドワークなど

に利用できます。２階には、遠くの風景が一望できるパノラマテラス、富士山方向の窓をフレームカットし富士山と世界農業遺産が一緒に眺
められるフジテラス、空を楽しむことに主眼をおいたスカイテラスがあります。また、使用している木材にも特徴があり、構造材から家具まで地
元産FSC認証材です。公共施設では、静岡県内初、全国でも宮城県南三陸町の２施設に続き３番目となります。掛川市倉真地区をはじめ、
浜松市天竜区など県内の山林から切り出したスギやヒノキを使用しています。
近くにはパワースポットで知られる「事任八幡宮」。掛川の農産物をとり揃えた「道の駅掛川」。静岡空港・駿河湾・南アルプスが大パノラマ

で一望でき、空と緑を五感で楽しむ体験型ハウスです。一度、足を運んでみてはいかがでしょうか？

粟ヶ岳世界農業遺産茶草場テラス

工
事
概
要

工
事
概
要

設 計 者 株式会社　竹下一級建築士事務所

施 工 者 株式会社　尾崎工務店

構　　造 木造2階建て（FSC®全体認証材利用）

建築面積 221.14㎡(1階テラス部分を含む）

述べ床面積 256.79㎡(1階テラス部分を含む）

Cafe（1F)パノラマテラス（2F)とグラステラス（1F) フジテラス（2F)

ご
由
緒

ご
由
緒

奈
良
時
代
の
聖
武
天
皇（
在
位
七
二

四
〜
七
四
九
）の
頃（
一
節
に
は
、そ
の
前

の
元
正
天
皇
の
頃
）、「
桜
井
王
」と
い
う

皇
子
が
、遠
江
国
の
国
司
と
な
っ
て
国
府

に
着
任
し
ま
し
た
。

王
は
、地
域
全
体
の
平
安
と
繁
栄
を

願
っ
て「
八
幡
宮
」を
建
立
し
ま
し
た
。

国
府
の
あ
る
と
こ
ろ
の
八
幡
宮
で
あ
る
か
ら
、「
国
府
八
幡

宮
」と
も
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、今
は「
府
八
幡
宮
」が
正

式
名
称
で
す
。

府
八
幡
宮
の
概
要

府
八
幡
宮
の
概
要

天
平
年
間（
七
二
九
〜
七
四
八
）に

遠
江
国
司（
現
在
の
知
事
に
あ
た
る
）

で
あ
っ
た
天
武
天
皇
の
曾
孫
桜
井
王

が
、
遠
江
国
の
国
司
と
し
て
赴
任
さ
れ

た
時
、遠
江
国
内
が
よ
く
治
ま
る
よ
う

に
と
府
内
に
奉
ら
れ
た
の
が
始
ま
り
で

す
。遠

江
国
府
は
、最
初
に
現
在
の
二
之
宮・御
殿
地
区
、そ
の

後
、見
附
地
区
に
移
転
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
一
時
、府
八
幡

宮
内
に
置
か
れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

寛
永
十
二
年（
一
六
三
五
）に
建
立
さ
れ
た
楼
門
は
静
岡

県
の
文
化
財
に
、
中
門・本
殿・拝
殿
お
よ
び
幣
殿
は
市
の
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
境
内
の
建
物
の
多
く
は
、
江

戸
時
代
に
建
造
さ
れ
た
も
の
で
す
。

■
国 

府（
こ
く
ふ
）　

国
府
は
、日
本
の
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
、令
制
国
の
国
司
が
政
務

を
執
る
施
設
が
置
か
れ
た
場
所
や
都
市
を
指
す
。国
衙
と
も
い
い
ま
す
。

ご
祭
神

ご
祭
神

御
本
殿
に
祭
ら
れ
て
い
る
神
様（
祭
神
）は
、三
柱
で
す
。

■
誉
田
別
命 

応
神
天
皇「
主
祭
神
」

■
足
仲
彦
命 

仲
衷
天
皇「
父
親
」

■
気
長
足
姫
命 

「
母
親
」

秋
の
大
祭

秋
の
大
祭

例
大
祭（
十
月
の
第
一
土
曜
、日
曜
）の
一
週
間
前
に
磐

田
市
鮫
島
の
海
岸
で
、大
祭
参
加
者
が
一
同
に
介
し
て
お

祓
い
す
る
行
事
。
神
職
が
代
表
で
海
に
入
り
神
様
を
お
招

き
す
る
神
籬
に
向
け
て
、お
祓
い
と
ご
祈
願
を
し
ま
す
。

中
東
遠
の

　

 

神
社
を
訪
れ
る

中
東
遠
の

　

 

神
社
を
訪
れ
る

第
四
回
は
、磐
田
市
中
泉
に
あ
る「
府
八
幡
宮
」を
紹
介
し
ま
す
。

奈
良
時
代
、遠
江（
現
在
の
磐
田
市
）に
国
府（
国
の
役
所
）が
置
か
れ
、

広
く
遠
江
国
の
守
り
神
と
し
て
祀
ら
れ
、多
く
の
人
々
か
ら
心
の
よ
り
所

と
し
て
崇
敬
さ
れ
、今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

4

さ
く
ら
い
お
う

ろ
う
も
ん

ひ
も
ろ
ぎ

■
浜
垢
離

い
ち
ば
ん
大
切
な
お
祭
で
す
。
宮
司
が
ご
本
殿
の
扉
を

開
き
、
神
饌
と
神
社
本
庁
か
ら
の
幣
帛
料
を
捧
げ
ま
す
。

宮
司
が
祝
詞
を
奏
上
し
、
氏
子
の
女
子
が
浦
安
の
舞
い
を

奉
納
。各
代
表
者
が
玉
串
が
奏
奠
し
て
祈
願
し
ま
す
。

■
例
祭

全
国
の
八
幡
宮
に
於
け
る
特
殊
神
事
で
、東
参
道
北
端

の
斎
場
で
行
い
ま
す
。
国
司（
淡
海
玉
神
社
詞
）が
神
輿
の

前
に
生
き
た
魚
を
献
上
し
て
祝
詞
を
奏
上
し
、
御
清
水
へ

放
ち
ま
す
。神
輿
は
再
び
町
内
への
巡
幸
へ
出
発
し
ま
す
。

■
命
魚
奉
献
の
儀

へ
い
は
く
り
ょ
う

め
い 

ぎ
ょ  

ほ
う 

け
ん

は
ま
　
ご
　
り

境
内
の
篝
火
に
照
ら
さ
れ
て
、神
輿
が
神
社
に
到
着
。
特

殊
神
饌
と
し
て
粟・茄
子・金
柑・古
代
菓
子
を
お
供
え
、
宮

司
が
祝
詞
を
奏
上
し
、関
係
者
が
玉
串
を
捧
げ
、祭
事
、神

幸
行
事
が
無
事
に
執
り
行
わ
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

■
還
御
祭

か
ん
ぎ
ょ
さ
い

か
が
り
び

浜垢離

例祭

命魚奉献の儀

還御祭

ほ
ん
だ
わ
け
の
み
こ
と

た
ら
し
な
か
ひ
こ
の
み
こ
と

お
き
な
が
た
ら
し
ひ
め
の
み
こ
と

あわ が たけ ちゃ ぐさ ば

ことのままはちまんぐう

※1

※FSC認証材とは・・・「責任ある森林管理」の国際基準をクリアした認証材

標高 ： 532m
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日
本
で
は
、五
月
か
ら
新
た
な
時
代「
令
和
」を
迎

え
ま
し
た
。ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
、オ

リ
ン
ピッ
ク
２
０
２
０
の
開
催
な
ど
行
事
が
目
白
押
し

で
す
。

と
こ
ろ
で
先
日
、面
白
い
話
を
聞
き
ま
し
た
。世
界

に
目
を
向
け
て
み
る
と
今
世
紀
半
ば
ま
で
に
世
界
人

口
は
九
十
八
億
人
に
な
る
と
い
い
ま
す
。そ
し
て
、そ

の
う
ち
七
割
の
人
が
都
市
に
暮
ら
す
こ
と
に
な
る
と

い
う
の
で
す
。人
口
増
加
に
伴
う
食
料
需
要
増
加
や

気
候
変
動
、環
境
問
題・・・。挙
げ
た
ら
切
り
が
あ
り

ま
せ
ん
が
対
応
す
べ
き
課
題
は
山
積
み
で
す
。

そ
ん
な
喫
緊
の
課
題
に
対
応
す
べ
く
世
界
的
に
有

名
な
ア
メ
リ
カ
最
大
の
建
築
設
計
事
務
所「
ス
キ
ッ
ド

モ
ア・オ
ー
ウ
ィ
ン
グ
ス・ア
ン
ド・メ
リ
ル
」は
、こ
れ
か

ら
の
新
た
な
時
代
に
対
応
す
る
た
め
の
未
来
都
市
の

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
し
た
。ユ
メ
の
よ
う
な
、

ホ
ン
ト
の
よ
う
な
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
。そ
の
一
部
を
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

同
社
で
は
、理
想
的
な
都
市
の
拠
点
と
し
て「
持

続
可
能
な
都
市
拠
点
」を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る

と
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、公
園
や
道
路
な
ど
は
す
べ

て
透
水
性
の
あ
る
材
料
を
使
い
、雨
水
が
地
中
に
染

み
込
む
よ
う
に
す
る「
ス
ポ
ン
ジ・シ
テ
ィ
」に
な
る
そ

う
で
す
。す
で
に
中
国
の
上
海
で
は
試
行
さ
れ
て
い

ま
す
。簡
単
に
言
う
と「
雨
水
」を
徹
底
的
に
集
水・

浄
化
す
る
こ
と
に
よって
、農
業
用
水
や
飲
料
水
と
し

て
最
大
限
有
効
活
用
し
、水
不
足
に
対
応
し
て
い
く

と
い
う
の
で
す
。

そ
の
水
を
高
度
な
水
耕
栽
培
に
応
用
す
る
こ
と

で
都
市
で
も
農
業
が
可
能
に
な
る
と
提
唱
し
て
い
ま

す
。例
え
ば
、土
地
を
節
約
す
る
た
め
の
植
物
工
場

や
高
層
ビ
ル
を
活
用
し
、栽
培
空
間
を
最
大
化
し
よ

う
と
い
う「
垂
直
農
法
」。ま
た
、住
居
や
職
場
の
下
、

地
下
で
L
E
D
を
活
用
し
た
高
効
率
の
水
耕
栽
培

も
可
能
だ
と
し
て
い
ま
す
。

い
つ
の
日
か
こ
ん
な
都
市
が
つ
く
ら
れ
る
の
で
し
ょ

う
か
。今
か
ら
楽
し
み
に
待
っ
て
い
た
い
と
思
い
ま

す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
S
K
）

未
来
都
市

協
会
活
動
報
告
2019年
3月～6月

5
／
17（
金
） 令
和
元
年
度 

定
時
総
会

●
袋
井
建
設
業
協
会
定
款
等
の
変
更

●
平
成
30
年
度
決
算
の
承
認

●
報
告
事
項

　
（
30
年
度
事
業
報
告
、平
成
31
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
）

■
正
副
会
長
会
議

3
／
20（
水
）

　
平
成
30
年
度 

第
10
回
理
事
会
上
程
議
案・報
告
事
項

4
／
5（
金
）　
第
1
回
正
副
会
長
会
議

　
県
発
注
機
関
及
び
磐
田
労
基
署
と
の
意
見
交
換

　
県
西
部
危
機
管
理
局
と
の
災
害
時
等
に
お
け
る
意
見
交
換

4
／
23（
火
）　
第
2
回
正
副
会
長
会
議

　
平
成
31
年
度
第
1
回
理
事
会
上
程
議
案
及
び
報
告
事
項
等

■
総
務
委
員
会

3
／
20（
水
）　
第
3
回
総
務
委
員
会（
平
成
30
年
度
）

　
平
成
30
年
度 

第
10
回
理
事
会
上
程
議
案・報
告
事
項

4
／
22（
月
）　

　
経
営
者
研
修
会（
経
営
者
セ
ミ
ナ
ー
）【
参
加
者
26
名
】

　
・「
軽
減
税
率
制
度
等
に
つ
い
て
」

　

  

講
師：磐
田
税
務
署　
統
括
国
税
調
査
官
等

6
／
7（
金
）〜
8（
土
）

　
会
員
視
察
研
修【
参
加
者
29
名
】

　
（
京
都「
仁
和
寺・東
寺・鹿
苑
寺
金
閣
」　
ほ
か
）

4
／
23（
火
）　
第
1
回
総
務
委
員
会

　
平
成
31
年
度
第
1
回
理
事
会
上
程
議
案
及
び
報
告
事
項
等

5
／
23（
木
）　

　
第
1
回
浜
松
河
川
国
道
事
務
所
と
の
意
見
交
換
会

　
・平
成
31
年
度
事
業
概
要（
事
業
の
あ
ら
ま
し
等
）

　
・「
中
部
に
お
け
るi-C

onstruction
の
取
り
組
み　

　

   

状
況
」

　
・協
会
会
員
か
ら
の
意
見・要
望
等
へ
の
回
答

6
／
12（
水
）　
自
動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）の
設
置

　
建
設
業
会
館
来
訪
者
の
緊
急
時（
心
肺
停
止
時
）に
お
け

　
る
救
命
処
置
を
行
う
た
め
、Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置（
会
館
ロ
ビ
ー
）

6
／
27（
木
）　
第
2
回
総
務
委
員
会

　
会
費
見
直
し
検
討　
ほ
か

4
／
5（
金
） 

第
1
回
安
全
委
員
会

　
（
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
進
め
方・安
全
大
会・安
全
研

　

  
修
会
に
つ
い
て
）

■
安
全
委
員
会

3
／
18（
月
）

　
第
7
回
安
全
委
員
会（
平
成
30
年
度
）

　
（
平
成
30
年
度
事
業
報
告
、平
成
31
年
度
事
業
計
画
）

4
／
5（
金
）

　
安
全
祈
願
祭（
小
國
神
社
） 【
参
加
者
59
名
】

5
／
15（
木
）

　
第
2
回
安
全
委
員
会

  

・安
全
指
導
者
研
修
会
、安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
進
め
方  

    

等
に
つ
い
て

安
全
指
導
者
研
修
会

  

・安
全
指
導
者
の
役
割
、安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
進
め
方

　

 

に
つ
い
て

  

・講
師　
安
全
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 
鈴
木 

敬
司
氏

総
　
会

4
／
19（
金
） 平
成
30
年
度 

決
算
関
係
監
査

●
袋
井
建
設
業
協
会
、袋
井
地
区
建
設
事
業
協
同
組

　
合
、建
災
防
袋
井
分
会

監
事
会

4
／
25（
木
） 平
成
31
年
度 

第
1
回
理
事
会

●
定
時
総
会
進
行（
案
）の
確
認・決
定

●
定
時
総
会
上
程
議
案
及
び
報
告
事
項
の
決
定

●
委
員
会
委
員
の
変
更
報
告

●
平
成
31
年
度
全
建
表
彰
者
等
報
告　

●
委
員
長
報
告　
ほ
か

3
／
20（
水
） 平
成
30
年
度 

第
10
回
理
事
会

●
袋
井
建
設
業
協
会
定
款
等
の
変
更
に
つ
い
て

●
平
成
31
年
度
袋
井
建
設
業
協
会
事
業
計
画
及
び
収

　
支
予
算
の
承
認

●
平
成
31
年
度
袋
井
地
区
建
設
事
業
協
働
組
合
事
業

　
計
画
及
び
収
支
予
算
の
承
認

●
平
成
31
年
度
建
設
業
労
働
災
害
静
岡
県
支
部
袋
井

　
分
会
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
の
承
認

●
静
岡
県
優
秀
施
工
者
知
事
褒
章
候
補
者
等
の
推
薦

●
第
9
回
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
の
開
催

●
第
8
回
献
血
活
動
の
実
施　
ほ
か

理
事
会

委
員
会
等
報
告

4
／
9（
火
）

　
監
理
技
術
者
映
像
講
習【
受
講
者
41
名
】

4
／
12（
金
）

　
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
安
全
帯
使
用
作
業
特
別
教
育（
全
コ
ー
ス
）【
受
講
者
42
名
】

4
／
15（
月
）

　
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
安
全
帯
使
用
作
業
特
別
教
育（
全
コ
ー
ス
）【
受
講
者
42
名
】

4
／
18（
木
）

　
刈
払
機
取
扱
い
作
業
者
に
対
す
る
安
全
衛
生
教
育【
受
講
者
17
名
】

4
／
19（
金
）

　
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
安
全
帯
使
用
作
業
特
別
教
育【
受
講
者
39
名
】 

4
／
23（
火
）

　
建
設
業
に
お
け
る
熱
中
症
予
防
指
導
員・管
理
者
研
修【
受
講
者
22
名
】

4
／
24（
水
）

　
足
場
組
立
て
等
の
業
務
に
係
る
特
別
教
育【
受
講
者
35
名
】

4
／
25（
木
）

　
第
1
回
技
術
者
講
習
会【
受
講
者
106
名
】

5
／
10（
金
）

　
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
安
全
帯
使
用
作
業
特
別
教
育（
全
コ
ー
ス
）【
受
講
者
24
名
】

5
／
21（
火
）

　
現
場
管
理
者
統
括
管
理
講
習【
受
講
者
16
名
】

5
／
22（
水
）

　
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
安
全
帯
使
用
作
業
特
別
教
育（
Ａ
コ
ー
ス
）【
受
講
者
38
名
】

5
／
23（
木
）

　
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
安
全
帯
使
用
作
業
特
別
教
育（
Ａ
コ
ー
ス
）【
受
講
者
11
名
】

　
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
安
全
帯
使
用
作
業
特
別
教
育（
B
コ
ー
ス
）【
受
講
者
13
名
】

　
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
安
全
帯
使
用
作
業
特
別
教
育（
C
コ
ー
ス
）【
受
講
者
2
名
】

5
／
29（
水
）〜
30（
木
）

　
職
長・安
全
衛
生
責
任
者
教
育【
受
講
者
44
名
】

6
／
4（
火
）〜
5（
水
）

　
足
場
組
立
て
等
作
業
主
任
者
技
能
講
習【
受
講
者
21
名
】

6
／
11（
火
）〜
12（
水
）

　
型
枠
支
保
工
の
組
立
て
等
作
業
主
任
者
技
能
講
習【
受
講
者
14
名
】

6
／
18（
火
）〜
20（
木
）

　
地
山
の
掘
削
及
び
土
止
め
支
保
工
作
業
主
任
者
技
能
講
習【
受
講
者
16
名
】

各
種
研
修
会
・
講
習
会

表
　
彰

そ
の
他
の
表
彰

そ
の
他
の
行
事

令
和
元
年
５
月
27
日
、静
岡
労
政
会
館
に
お
い
て

表
彰
式
が
挙
行
さ
れ
、次
の
会
社・個
人
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

■
技
術
委
員
会　
土
木
部
会

3
／
12（
火
）

　

第
3
回
土
木
部
会
、第
8
回
技
士
会
代
議
員
会
合
同

　
会
議（
平
成
30
年
度
）

　
（
平
成
30
年
度
事
業
報
告
、平
成
31
年
度
事
業
計
画
）

4
／
25（
木
）

　

第
１
回
土
木
部
会・第
１
回
技
士
会
代
議
員
会
合
同

　
会
議（
親
子
現
場
見
学
会
、技
術
者
講
習
会
等
）

■
技
術
委
員
会　
建
築
部
会

6
／
3（
月
）

　

第
1
回
建
築
部
会

　
・令
和
元
年
度 

事
業
計
画
等
に
つ
い
て

■
技
術
委
員
会　
Ｉ
Ｔ
対
策
部
会

5
／
24（
金
）

　

第
1
回
Ｉ
Ｔ
対
策
部
会

　
・令
和
元
年
度 

事
業
計
画
に
つ
い
て

6
／
17（
月
）

　

第
2
回
Ｉ
Ｔ
対
策
部
会

　
・令
和
元
年
度 

Ｉ
Ｔ
講
習
会
に
つ
い
て

■
広
報
委
員
会

3
／
13（
水
） 

第
12
回
広
報
委
員
会（
平
成
30
年
度
）

 

会
報「
つ
ち
お
と
第
145
号
」の
校
正
及
び  

 

２
０
１
９
年
度
発
行
計
画

4
／
1（
月
） 

会
報「
つ
ち
お
と
第
145
号
」の
発
行　

4
／
17（
水
） 

第
1
回
広
報
委
員
会

 

会
報「
つ
ち
お
と
第
146
号
」の
編
集
計
画

5
／
15（
水
） 

第
2
回
広
報
委
員
会

 

会
報「
つ
ち
お
と
第
146
号
」の
編
集
会
議

6
／
19（
水
） 

第
3
回
広
報
委
員
会

 

会
報「
つ
ち
お
と
第
146
号
」の
原
稿
確
認・校
正  

5
／
27（
月
）

　
静
岡
県
建
設
業
協
会
定
時
総
会・協
会
長
賞
等
表
彰
式

6
／
2（
日
）

　
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
ー
ブ
活
動（
袋
井
市
農
政
課
）へ
の
参
加

　
【
参
加
者
3
社
6
名・事
務
局
2
名
】

　
・実
施
場
所　
浅
羽
海
岸
松
林
植
樹
地

6
／
25（
火
）

　
Ｊ
Ｃ
Ｍ 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー【
参
加
者
18
名
】

(

一
社)

全
国
建
設
業
協
会
長
表
彰　
及
び

(

一
社)

静
岡
県
建
設
業
協
会
長
賞
表
彰

■(

一
社)

全
国
建
設
業
協
会
長
表
彰

２
条
4
号

多
年
に
わ
た
り
企
業
経
営
の
要
職
に
あ
り
、建
設

業
の
健
全
な
発
展
に
尽
力

　
落
合
英
親
 
㈱
落
合
組
 
（
菊
川
市
）

５
条

職
務
に
精
励
し
、勤
務
成
績
が
良
好

　
山
崎
　
正
 
岡
野
建
設
㈱
 （
森
　
町
）

　
竹
下
　
徹
 
戸
塚
建
設
㈱
 （
掛
川
市
）

　
松
下
壽
之
 
㈱
若
杉
組
 
（
掛
川
市
）　

　
池
野
之
啓
 
丸
明
建
設
㈱
 （
袋
井
市
）

　
長
島
　
仁
 
塚
本
建
設
㈱
 （
袋
井
市
）

4
条
4
号

労
務
及
び
福
利
厚
生
等
の
改
善
に
努
め
、そ
の

成
果
が
顕
著

　
㈱
大
浜
中
村
組
　（
掛
川
市
）

4
条
5
号

社
会
貢
献
活
動
等
に
努
め
、そ
の
功
績
が
顕
著

　
㈱
鈴
木
工
務
店
 （
袋
井
市
）

◆
第
35
回
静
岡
県
建
設
業
協
会
建
設
も
の
創
り
大
賞

２
条
4
号

永
年
に
わ
た
り
会
員
企
業
の
代
表
者
と
し
て
、

業
界
の
健
全
な
発
展
に
尽
力

　
秋
山
萬
之
介
 
㈱
ア
キ
ヤ
マ
 （
磐
田
市
）

4
条
2
号

環
境
に
配
慮
し
た
建
設
事
業
の
推
進
に
努
め
、

そ
の
成
果
が
顕
著

　
㈱
マ
ル
ブ
ン
プ
ロ
テ
ク
ト
 
（
袋
井
市
）

■(

一
社)

静
岡
県
建
設
業
協
会
長
賞
表
彰

建
築
部
門
　
最
優
秀
賞

　
石
川
建
設
㈱
 （
磐
田
市
）

◆
平
成
31
年
度
全
国
中
小
建
設
業
協
会
会
長
表
彰

会
員
団
体
等
の
役
員
と
し
て
尽
力
、中
小
建
設

業
等
の
発
展
に
顕
著
な
功
績

　
川
島
達
也
　
㈱
川
島
組
　（
掛
川
市
）

◆
平
成
31
年
度
静
岡
県
建
設
産
業
団
体
連
合
会
会
長
表
彰

会
員
団
体
等
の
役
員
と
し
て
尽
力
、建
設
産

業
の
改
善・発
展
に
顕
著
な
功
績

　
平
野
勝
啓
　
掛
川
土
建
㈱
　（
掛
川
市
）

５
条

職
務
に
精
励
し
、勤
務
成
績
が
良
好

　
鈴
木
一
生
　
　
㈱
若
杉
組
　（
掛
川
市
）

　
松
林
由
貴
美
　
㈱
若
杉
組
　（
掛
川
市
）

　
牧
野
良
平
　
　
㈱
ア
キ
ヤ
マ（
袋
井
市
）

　
鈴
木
貫
二
　
　
㈱
東
榮
建
設（
袋
井
市
）

　
匂
坂
由
美
子
　
戸
塚
建
設
㈱（
掛
川
市
）

　
松
本
昭
治
　
　
戸
塚
建
設
㈱（
掛
川
市
）

　
小
笠
原
浩
俊
　
戸
塚
建
設
㈱（
掛
川
市
）

　
長
谷
山
勝
政
　
丸
明
建
設
㈱（
袋
井
市
）

　
野
村
　
勇
　
　
丸
明
建
設
㈱（
袋
井
市
）

　
原
　
智
栄
　
　
㈱
藤
本
組
　（
掛
川
市
）

■
環
境・災
害
対
策
委
員
会

5
／
24（
金
）

　

西
部
家
畜
保
健
衛
生
所
と
の
打
合
せ
会

　
・鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
防
疫
対
応

6
／
14（
金
）

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
防
疫
対
応
説
明
会
参
加

　
　
（
中
遠
総
合
庁
舎
）

　
・鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
概
要
と
発
生
時
の
対
応

　
・班
別
机
上
演
習　
ほ
か

6
／
17（
月
）

　
第
1
回
環
境・災
害
対
策
委
員
会
、「
安
否
コ
ー
ル
」検
討
会

　
・令
和
元
年
度
事
業
計
画
等（
研
修
会
等
の
開
催
ほ
か
）

　
・「
安
否
コ
ー
ル
」の
運
用・利
活
用

（株）マルブンプロテクト

仁和寺

東寺

石川建設（株）



8

令和元年8月1日発行

会
報

発
行
●
一
般
社
団
法
人
 袋
井
建
設
業
協
会
〒
4
3
7
-0
0
2
4
 袋
井
市
三
門
町
1
1
-1
2
  TEL0

5
3
8
-4
2
-4
3
3
8

146
第

号

つちおとは、再生紙を使用しています。

http://w
w
w
.fukuroi-kenkyo.or.jp/
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各種安全関係の講習会を開催しました

令和元年度 安全指導者研修会
5月15日　建災防袋井分会

令和元年度 工事現場 安全パトロール実施結果

令和元年度の安全関係講習会は、袋井建設業会館2階大会議
室において、4月１2日（金）の「フルハーネス型安全帯使用作業特
別教育」から、6月18日（火）～20日（木）の「地山の掘削及び土止
め支保工作業主任者技能講習」まで、延べ19日間9種類の講習
が実施されました。
今年度から足場講師の小原宏紀氏と型枠講師の浅井孝介氏
が技能講習講師活動を開始しました。

袋井分会の安全指導者は、今後の活動のために、
安全指導者の役割やパトロールの仕方などについ
て講義を聴講した。講師は安全衛生コンサルタント
鈴木敬司氏が務めました。

6月13日　建災防静岡県支部

これいいね！

すぐ直そう！
歩行者の通路が確保されていて、作業区域
の明示がなされていた。

現場事務所に靴の泥落としが設置されて
いて、現場事務所周辺も綺麗だった。

昇降用のハシゴが固定されていない。
【安全衛生規則第527条】 工事資材等の整理整頓がされていない。

気温、湿度計が現場事務所に設置されて
いて、熱中症対策がされていた。

斜路にローラーが置いてあり輪留めがなく、
鍵もつけっぱなしであった。

静岡労働局労働基準部 建設安全課 主任安全専門官 佐藤康之氏
静岡県交通基盤部建設支援局  工事検査課　技監 神谷幸人氏
静岡産業保健総合支援センター  メンタルヘルス対策促進員 清水達也氏

型枠　浅井孝介 講師足場　小原宏紀 講師

靴泥落とし靴泥落とし

会場：袋井建設業会館

会場：静岡県建設業会館

袋井分会より7名が今後の活動のために、国と県の安全講話と特別講演「建設業における
メンタルヘルス対策」の講演を聴講しました。


